
1 

 

 

国立感染症研究所村山庁舎施設運営連絡協議会 

第８回会議議事要旨 

 

            

１ 日  時：平成27年12月10日（木）15:28～16:30 

             

２ 場  所：国立感染症研究所村山庁舎管理棟２階第一会議室 

 

３ 出欠状況：出席１３名  欠席１０名 

 

４ 議  題 

（１）「国立感染症研究所村山庁舎の安全対策、災害・事故対策及び避難対応の強化に関

する検討会」中間整理 

（２）その他 

 

５ 資  料 

資料：「国立感染症村山庁舎の安全対策、災害・事故対策及び避難対応の強化に関する

検討会」中間整理 

参考資料：感染研市民セミナー（第３６回）「インフルエンザ：どこが違う？今シーズ

ンのワクチン」 

 

６ 議事概要 

（〇：質問・意見等 ●：回答・連絡等） 

 

○ 公園を明るくすると不良少年が集まりやすく、暗いと不気味な思いがあり、非常に難

しく悩んでいる。 

  

● 防犯灯、カメラをどこにどういうものを整備すればいいのか、市や警察の意見も伺い

ながら進める。 

 

○ 正面ゲートの警備は厳しいが、協議会の委員は容易に入庁出来る体制を個別に考えて

ほしい。 

 

● ８月７日にBSL4施設として指定された後は警察の指導もあり警備を強化している。 

委員へ身分証明書として交付している入庁証への写真添付は相談した上で対応する。 

  

● 委員へ交付している入庁証は持ち帰っていただいて構わないので、今後は顔写真が付

いていない入庁証でも入庁出来るよう警備員へ周知する。 

 

○ 避難口を正門以外に設置する予定があるのか。 

 

● 歩行者や車いすが通れる避難路として南北通路を感染研西側に設けることと、消防活

動の際に支障をきたさないよう庁舎内の車を雷塚公園へ退避させるための通路を設け
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る等、避難口を複数設ける予定。 

  

○ 不審者を取り押さえるための刺叉等を入口に見える形で備えてはどうか。 

※刺叉（さすまた）：２～３メートルくらいの柄にＵ字型等の金具がついているもので、侵入者 

等に対して、相手の首や腕などを地面や壁などに押しつけて相手の動きを封じるための保安用具 

 

○ 別紙についてもう少し詳しく教えてほしい。 

 

● 別紙の詳細について、以下の点を説明 

・雷塚公園の中に緊急車両が通れるような通路を設けてはどうか。 

・感染研の敷地内を通って雷塚公園に抜ける南北通路を設けてはどうか。 

・夜間にそれぞれの避難場所へ安全に避難できるよう街路灯の明るさを確保することと、

周辺地域の安全対策のため監視カメラを設けてはどうか。 

・隣接する雷塚小、近隣の第七小、第三中といった緊急時に一時避難所等となる場所の

安全・安心という観点から、窓枠や扉の改修等の環境改善を行ってはどうか。 

・感染研の防災備品を置くところを施設の外に設けてはどうか。 

 

○ いつ頃を目途に実施するのか。  

 

● まだ確定したものではないが、できる限り早く実現に向け努力したい。 

 

○ 特別支援学校も地域の障害者の方の一時避難所として指定されているので、同様に考

えてほしい。 

 

● 別紙の事業が具体的な例として議論に出たことなので、必要があれば相談する。 

 

○ 村山庁舎では避難訓練を今までどのくらいの頻度で行っていたのか、今後頻度とか訓

練の形態、例えば周辺住民も含めた形での訓練を考えているのか。 

 

● 村山庁舎は年に２回、春と秋にそれぞれ訓練を行っている。今後は中間整理にあるよ

うにテロ対策を盛り込んだ訓練を関係機関の協力を得ながら取り入れていきたい。 

 

○ 特別支援学校の児童・生徒はほとんどがスクールバスを利用して通学しているが、入

口は感染研の私道を利用した１ヶ所しかない。緊急車両が入ってきたときは出ていく道

がないので、いざとなったときに子供たちが学校からバスで出ていく手段を連絡等も含

めて考えてほしい。 

 

● 車両がどう動くか訓練の中に含めて実施する必要がある。検討課題とさせてほしい。 

  

● 今後はこの中間整理を基に市と相談しながら警察や消防とも連携して感染研において

災害対策を進めていく。また、具体的なことはこの協議会で随時報告していく。 

  

○ この会議に東京小児療育病院の関係者も参加すれば、連携という意味では情報がもら

えるかと思う。 

 

● 委員としての参加か意見を伺うかは検討課題とさせてほしい。 
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● 感染研市民セミナー（第36回）「暮らしに役立つ病気の知識」を平成28年２月６日の

土曜日に「インフルエンザ：どこが違う？今シーズンのワクチン」というテーマで、イ

ンフルエンザウイルス研究センターの小田切センター長を講師として開催する。 

BSL4施設のセキュリティー関係の工事として、北側フェンスの取替工事、８号棟の渡

り廊下の新設工事等々を年明け１月から実施する予定。 

  

○ 11月28日のセミナーはどのくらい集まったのか。 

 

● 11月28日の参加者は23名。 

 

● 次回の会議は来年の３月に開催させていただきたい。 


